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住所︓駒ヶ根市梨の木2番25号 TEL︓0265-81-5900 FAX︓0265-81-5745
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火 金

対 象︓小学校1年生～中学３年生（親子参加可)
定 員︓各講座３０名
参加費︓ 無 料 持ち物︓水筒・タオル
送迎は、基本的にはご家族でお願いします。
お困りの方は、下記までお問い合わせ下さい。

水

わくわく体験 in Summer 
★夏休み福祉体験★

場所：ふれあいセンター（駒ヶ根市社会福祉協議会）

↑申込はこちらから

第3回 ２０２5年

7 みんなで作ろう
スペシャル

赤い羽根募金箱
協力ボランティア団体︓おり姫倶楽部

5
認知症ってなぁに︖
～クイズ・高齢者体験
マスコット作り～

協力ボランティア団体︓マヤの会

6

８

（火）

（木）

（水）

（金）

郷土の料理を
楽しもう
五平餅づくり

持ち物︓エプロン・三角巾
協力ボランティア団体︓
つながる食堂 おいでなんしょ

やってみよう︕
ボッチャ体験

８月５日 ８日 ９：３０～１２：００

この事業には
赤い羽根共同募金が
使われています

８時３０分から受け入れ可能です。

協力ボランティア団体︓駒ヶ根ぼっちゃクラブ

五平餅作り

赤い羽根募金箱作り

昨年の
様子

※定員に達した場合、受付を閉めさせていただきます。

みんな　
集まれ～！参加者募集！参加者募集！



介護保険
収入

1億7，125万円
（38.0%）

障がい福祉
就労支援収入
1億6,214万円
（36.0%）

会費収入
683万円（1.5%）

寄付収入 334万円（0.7%）
その他の収入 777万円（1.7%）

  補助・
受託金収入
8,142万円
（18.1%） 収入

4億5,092万円

支出
4億4,628万円

共同募金配分金事業
411万円（0.9%）

デイサービス
1億2,627万円
　（28.3%）

訪問介護
3,790万円
（8.5%）

法人・地域
福祉推進
1億1,391万円
　（25.5%）

就労支援
事業所
1億1,046万円
（24.8%）

居宅介護支援 2,475万円（5.5%）

市社協の決算と事業令和6年度

■事業の概要

■決算の概要

　令和６年は、元旦に能登半島で地震が発生し大きな被害が出ました。復興に向け立ち上がろうとしていた矢先の９月に

は、追い打ちをかけるように豪雨災害が発生しました。

　駒ヶ根市社会福祉協議会では、現地の災害ボランティアセンターの運営支援に職員を３回派遣したほか、市民の参加者

を募ってボランティア活動に２回出向きました。

　被災地での活動を通じて、災害ボランティアセンターの立ち上げや福祉避難所の開設運営など、大規模災害を想定した

準備、訓練の必要性を改めて認識した年でした。

積立資産取崩
1,406万円（3.1%）

グループホーム
2,888万円（6.5%）

共同募金収入411万円（0.9%）

○地域福祉の推進

　地域福祉では、団塊の世代が全員75歳以上となる2025年問題の年を迎え、今後より一層進行する超高齢化社会を見

据えて、市と各地区の地区社会福祉協議会、支え合い推進会議、民生児童委員、第２層生活支援コーディネーター等と

の連携を強化して、住民主体の支え合いの地域づくりを推進しました。

　また、令和６年度から本格実施されることとなった市の重層的支援体制整備事業のうち、アウトリーチ事業を市から

受託し、生活困窮者の自立支援、孤立、8050問題、虐待など、複雑化、深刻化する課題を抱えた方の支援を行いました。

　特に、新型コロナウイルスに伴う生活福祉資金特例貸付を利用された方の内、市県民税非課税世帯の方には、上伊那

市町村社協合同で「休眠預金活用事業」を活用した食料品や日用品支援を行うことで繋がりを切らさないようにして、

生活実態把握と自立支援のための相談支援を実施しました。

○介護保険事業

　介護保険事業は介護報酬の改定の影響のほか利用の伸び悩

み、物価の高騰、人件費の上昇などにより、経営環境は厳しさ

を増しています。

○就労支援事業

　就労支援事業は、２施設とも利用者数が前年を上回りました。

受注確保と商品開発に取り組み、利用者平均工賃は、月２万円

以上を確保できました。 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練



◎可決された主な議案
　〇理事会（令和７年６月10日開催）

　　令和６年度事業報告・決算報告・監査報告他

　〇評議員会（令和７年６月25日開催）

　　理事・監事の選任について

　　令和６年度事業報告・決算報告・監査報告他

有賀　秀樹 氏　現会長・再

山浦　泰子 氏　駒ヶ根市民生児童委員協議会会長・再

北原　　純 氏　駒ヶ根市民生部長・再

唐澤　　浩 氏　駒ヶ根市教育委員・再

倉田　俊之 氏　駒ヶ根市地区社協連絡会会長・新

久保田　清 氏　駒ヶ根市ボランティア連絡協議会会長・新

尾野　成彦 氏　福祉施設を経営する組織・団体・再

中村　竜一 氏　現事務局長・再

《理事》

坂井　昌平 氏　現監事・再

橘田　利雄 氏　現監事・再

《監事》

任期：令和9年6月の評議員会まで

任期：令和9年6月の評議員会まで

今堀　雷三 氏　駒ヶ根市議会　教育民生建設委員長・新

宮下　一栄 氏　駒ヶ根市民生児童委員協議会副会長・再

三原　一髙 氏　駒ヶ根市区長会会長・新

岩垂　裕幸 氏　(福)りんどう信濃会駒ヶ根悠生寮施設長・新

石田　耕一 氏　福祉を考える企業の会会長・再

清水　春雄 氏　駒ヶ根市高齢者クラブ連合会会長・再

池上　和広 氏　駒ヶ根商工会議所事務局長・新

小松　民敏 氏　駒ヶ根市立赤穂公民館館長・再

中坪　宏明 氏　こまがね市民活動支援センター所長・新

《評議員》 任期：令和11年6月の評議員会まで

社協理事会･評議員会の報告社協理事会･評議員会の報告 令和7年６月10日
　　　 ６月25日
令和7年６月10日
　　　 ６月25日

理事会開催　
評議員会開催
理事会開催　
評議員会開催

善　意　銀　行　報　告

あたたかな真心、
　　ありがとうございました。
　　　　　 (令和7年4月１日～6月30日)

民生児童委員協議会 様

日本発条株式会社DDS生産本部駒ヶ根工場 様

立正佼成会  伊那教会 様

工藤  惠治 様

手作り雑巾

食品

食品

食品

駒ヶ根市社協  善意銀行寄附金活用
「子どもの居場所づくり事業」助成金

　市内において、子どもたちが安心して参加できる「子どもの居場所」

を運営し、子どもたちを見守り・育む事業に取り組む団体に対して、善

意銀行の寄附金を活用して1件10万円の助成を行いました。

※善意銀行

　市民の皆様、企業、団体の皆様からたくさんの預

託（寄附）をお寄せいただいています。

｢善意銀行」としてお預かりし、その善意を様々な

福祉の分野で役立てようと、ボランティア活動の発

展、地域福祉活動の推進、社会福祉団体の活動など

に、有効に活用させていただいています。

氏　　名　　等 金額（円）・物品氏　　名　　等 金額（円）・物品氏　　名　　等 金額（円）・物品

釣りクラブT・F・C 様

丸五橋本商事株式会社 様

一老婆 様

故 北澤トシ様遺志金

池上  昂作 様

55,348円

500,000円

1,000,000円

50,000円

山岳写真

駒ヶ根市　不登校・行きしぶりの親の会
「てんとうむしの会」

子ども食堂
「あすなろ子ども食堂」

ＮＰＯ法人子ども・若者サポート
「はみんぐ」

任期満了に伴う役員、評議員の改選が行われました。



　総会で石田会長（石田建設㈱）から、「今年度も駒ヶ根市

のボランティアの皆さんが主役になり活動ができるよう、

企業の会はサポートをしていきたい」と話がありました。

　講演会では、『令和6年能登半島地震を踏まえて』と題し

て、能登町社会福祉協議会職員の皆さんからお話をお聞

きしました。想像を絶する災害であり、それまで訓練して

いたことが通用しない現実があったこと、行政、企業、社

協それぞれの役割や打ち合わせの重要性。災害後の地域

住民のつながりがいかに大事であるか、孤立しない地域

づくりをしているとご講演いただきました。

福祉を考える企業の会「総会と講演会の夕べ」

なんでも伝言板なんでも伝言板なんでも伝言板

令和８年４月採用  社会福祉法人 駒ヶ根市社会福祉協議会正規職員募集令和８年４月採用  社会福祉法人 駒ヶ根市社会福祉協議会正規職員募集
二次試験日

採用時期

勤務職場

お問合せ

合否決定通知

 社会福祉士・介護支援専門員の資格所有者
 〇新卒者等：資格取得者または見込みの者
 〇社 会 人：資格取得者

 若干名

 令和７年８月８日(金)までに、履歴書、資格要
件証明書の写し、作文を駒ヶ根市社会福祉協議
会まで提出

 ①地域における社会福祉協議会の役割につい
て、あなたはどのように考えますか。

 ②介護の専門職として、あなたが最も大切にし
たいことはなんですか。

 ③福祉専門職の相談スキルにとって、あなたは
何が最も重要だと思いますか。

 上記3題から一つ選び800字以内（自筆作成のこと）

 令和７年８月31日(日)　午前９時より面接試験

 一次試験結果　８月15日(金)　発送予定
 二次試験結果　９月５日(金)　発送予定

 令和８年４月１日

 本会運営の市内福祉施設
 介護保険事業所・障がい者支援事業所・地域福

祉振興事業（ホームページ参照）

駒ヶ根市梨の木２－25（ふれあいセンター内）
社会福祉法人　駒ヶ根市社会福祉協議会
　　　　　　　　　総務課（堀越）
TEL 0265-81-5900　FAX 0265-81-5745
ホームページ：http://www.kmshakyo.org/

　駒ヶ根市社会福祉協議会は、ファミリーマートが実施する「ファ

ミマフードドライブ」の協力パートナーとなり、令和7年4月1日から、

駒ヶ根市内のファミリーマート ＪＡこまがね店でフードドライブを

開始しました。

　｢ファミマフードドライブ」は、ご家庭にある食べきれない食品を

ファミリーマート店舗にお寄せいただき、社会福祉協議会を通じて

支援が必要な方にお届けする取り組みです。

　実施店舗には専用BOX

が設置されております。ご

協力いただける方はぜひよ

ろしくお願いいたします。

駒ヶ根市のファミリーマート
ＪＡこまがね店で、

ファミマフードドライブを開始!!ふれあい広場
～であい  ふれあい ともにいきるまち～

日　時

ふれあいセンター
（梨の木2-25）

場　所

皆さま、お誘い合わせの上
是非お越し下さい！

キッチンカーも来ます。
（駐車場はふれあいセンター周辺にあります）

９月7日（日）
10：00～13：00

 

資格要件

募集人数

一次試験

作文テーマ

　　　ファミマ
フードドライブ
ホームページ ➡　


